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　同社は売上高約１兆２千億

円を誇る世界屈指のパルプ、

紙、ラベル、木材製品メーカ

ーで、近年は新規ビジネスと

してバイオ燃料、バイオケミ

カル、バイオコンポジット製

品を積極的に展開している。

　新工場は「バイオモノエチ

レングリコールをはじめバイ

オモノプロピレングリコー

ル、リグニンを原料とするカ

ーボンブラックの代替となる

ゴム用機能性フィラーなど年

産２２万トンが製造できるマル

チプラントで、いずれも

１００％の木材ベースの最終用

途において石化原料から持続

可能な代替品への切り替えを

可能にする生化学事業の拠点

となる」（同社）。

　同社がゴム産業に提案する

「ゴム用機能性フィラー」は

リグニンをベースに製造され

るが、リグニンは近年プラス

チック製品、接着剤、ポリウ

レタンなどの工業用品用途で

の使用も進んでいる。

　リグニンは木の主要な構成

物（絶乾重量の３０％程度）

で、木に紫外線に対する保護

機能と硬度と強度を持ち、ま

た全ての再生可能原料の中で

も豊富でかつ最も多くの炭素

を含んでいる化合物であり、

大量生産することが可能で工

業用途に向いた天然素材とな

る。

　同社によると「現状、自動

車用タイヤ１本の重量当たり

およそ３０％がカーボンブラ

ックで占められている。その

ほかゴム押出成形品、内外装

の部品等の用途にも使われる

カーボンブラックとシリカは

世界規模で１５００万トン以上

とされ、その年間成長率は約

３％と算出している。カーボ

ンブラックは再生不可、また

重く、生産時に大量の二酸化

炭素を排出するのに対し、リ

グニン由来のゴム用機能性フ

ィラーは、EVが求める軽量化

によって航続距離に貢献する

タイヤやゴム部品に、また持

続可能な次世代型の素材とし

て、軽量化に大きく貢献でき

ることで代替需要が進むと見

ている」と考えている。

　また、同社の「機能性フィ

ラー」はトレサビリティな木

材を原料として、しっかりし

た管理体制も敷かれている。

　性能としては、カーボンブ

ラック対比で２５％、シリカ対

　フィンランドのUPMキュンメネは、化石原料から製造されるカーボンブラックの代替品とし
て１００％木材由来の成分であるリグニンをベースにした「ゴム用機能性フィラー」を開発、本格
的な事業化に向け今年１月末におよそ６６０億円の投資を行った。それによるとドイツ東部ロイナ
に量産化の拠点となるバイオファイナリー工場の新設に着手、２０２２年の年末に操業開始を予定
しており、グローバル展開に備えていく方針だ。

比で３３％以上の軽量化を実

現している。さらに多環芳香

族炭化水素が少ないなど非常

に高い純度があり、同時に電

気絶縁性、紫外線からの保護、

高温度での熱安定性等の優れ

た技術的・環境的な機能を発

揮する特徴を持っている。

　同社は既に採用に向けて、

車両用ゴム押出成形製品、ホ

ース、シーリングのほか、靴

のソール、床材等の用途にお

いて、EPDM／エチレンプロ

ピレンゴム、SBR／スチレン

ブタジエンゴム、EVA／エチ

レン酢酸ビニル、FKM／フッ

素ゴム等の複数の原料ゴムを

使った各種試験を進めてい

る。

　タイヤについてはサイドウ

ォールやインナーライナーの

ようなトレッド、ノントレッ

ドのタイヤ用途に向けての試

験も進行している。タイヤや

自動車用ゴム製品については

一部、欧州のゴム企業も実用

化に向けテストに入った。

　今後環境規制に伴う自動車

技術の革新は自動車のグロー

バル戦略には

欠かせないも

のでそれらを

背景に「機能

性フィラー」

は次世代型の

素材として注

目を浴びそう

だ。

　UPMキュンメネは日本を

世界でも最も先進的な市場だ

と捉えている。「日本のユーザ

ーは持続可能について高い意

識を持ち、環境負荷を低減す

る革新的な製品を期待してい

ると考えている。多くのゴム

業界における日本企業はそれ

ぞれの分野で世界をリードす

る存在であり、当社は適切な

パートナー企業様と共により

軽量でより持続可能性の高い

将来へ向けて積極的に取り組

UPM新機能性フィラーの特長 

木材から次世代バイオケミカルを創り出す独自技術 

んでいく方針だ」と期待して

いる。

日本は環境負荷を低減する革

新的な製品を期待する市場

■「リグニン」について

https://ww-

w.upmbioc-

hemicals.co-

m/ja/produ-

cts/lignin/

木材から抽出のリグニンをベースにした

ゴム製品用機能性フィラーを開発

カーボンブラックやシリカの代替品として

２５％から３３％以上の軽量化に貢献

■次号は６月８日付になります。
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